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２４ 

第８ 

 

24・8・23 

危険な米軍輸送機「オスプレイ」

の配備撤回及び国内飛行訓練中

止を求めることについて 

７月23日、米海兵隊の垂直離着陸機ＭＶ22オスプレイが、日本国

内の米軍基地配備を前提として、山口県の岩国基地に陸揚げされた。 

 このオスプレイは、今年４月にはモロッコで、６月にはアメリカ・

フロリダ州で墜落しており、事故発生率が極めて高い機体である。 

米軍が明らかにしている飛行ルートでは、横手市の上空や、隣接

する奥羽山脈上空が示されており、このままでは市民の生活圏の上

空を頻繁に、しかも低空飛行で危険なオスプレイが飛び交うことに

なる。 

ついては、市民の命とくらしを守るため、次の事項について、国

会に意見書を提出されたい。 

１．オスプレイの国内における低空飛行訓練中止を求めること。 

２．オスプレイの国内への配備の撤回を求めること。 

横手市職員労働組合 

執行委員長 

総 務 

文 教 



２４ 

第９ 
24・8・28 

横手市東部ごみ処理場における

震災がれき焼却に関する市民ア

ンケート実施について 

朝倉小学校、横手高校の近くのごみ処理場において、震災がれき

の試験焼却が実施されたことや、今後本焼却される計画をほとんど

の市民は知らず、理解されることなく断行されようとしている。 

市民を対象にした試験焼却報告会への参加者は20数名ほどであり、

市民全員の意見を聴く必要があると考えられるため、「横手市東部ご

み処理場において、震災がれきを焼却する計画を知っているか」ま

た「計画に対する（賛成・反対・理由等）」を明確にする全市民への 

アンケートを実地されたい。 

（69名の署名の添付有） 

 熊谷 菜畝子 厚 生 

２４ 

第 10 
24・8・28 

横手市東部ごみ処理場周辺に居

住、通学する子供達、妊婦の健康

診断について 

朝倉小学校、横手高校近くのごみ処理場で、震災がれきの焼却が

行われる計画に関する市民向けの試験焼却報告会の結果によれば、

捕集効率が明確になっておらず、まったくリスクがない、絶対安全

であるという結論を出すまでに至っていない。放射性物質がごみ処

理場から少量でも排出されれば、子供達、妊婦に対して多大な影響

があることが知られている。 

ついては、市の負担において周辺地域に居住、通学する子供達、

妊婦で希望する人々の検査を実施されたい。 

（22名の署名〔写し〕の添付有） 

小川 捷子 厚 生 

 


